
こ
れ
ま
で
に
開
通
し
た
二
つ
の
路
線
で

東
京
都
心
へ
行
く
に
は
、
川
越
鉄
道
の
場

合
は
国
分
寺
で
甲
武
鉄
道
に
、
川
越
電
気

鉄
道
の
場
合
は
大
宮
で
日
本
鉄
道
と
、
乗

り
換
え
が
必
要
で
し
た
。

川
越
に
鉄
道
が
開
設
さ
れ
る
と
、
次
は

東
京
に
直
結
す
る
路
線
に
目
が
向
け
ら
れ

ま
し
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
一
日
、

東
上
鉄
道
の
池
袋
―
田
面
沢

た

の

も

さ

わ

（
現
在
の
川

越
市
駅
と
霞
ヶ
関
駅
の
間
）間
が
開
通
し
、

す
で
に
山
手
線
の
駅
が
あ
っ
た
池
袋
に
直

結
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
開
業
し
た
市

内
の
駅
は
、
川
越
町
駅
（
現
在
の
川
越
市

駅
）
と
田
面
沢
駅
で
す
。
開
業
当
時
は
、

一
日
に
上
り
九
本
、
下
り
八
本
の
列
車
が

走
り
、
池
袋
か
ら
川
越
町
ま
で
お
よ
そ
一

広報川越№1136・2006.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ４

時
間
十
分
で
結
ん
で
い
ま
し
た
。

開
通
か
ら
一
か
月
後
に
は
新
河
岸
駅
が

開
業
、
翌
年
の
四
月
に
は
川
越
西
町
駅

（
現
在
の
川
越
駅
）
が
開
業
し
ま
し
た
。

こ
の
東
上
鉄
道
の
名
称
は
、「
東
京
と

上
州
（
群
馬
県
）
を
結
ぶ
」、
と
い
う
目

的
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。計
画
で
は
、

現
在
の
東
武
東
上
線
の
ル
ー
ト
で
、
寄
居

駅
の
先
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
ル
ー

ト
を
た
ど
っ
て
、
渋し

ぶ

川か
わ

市
ま
で
建
設
さ
れ

る
予
定
で
し
た
。
な
お
、
新
潟
県
の
長な

が

岡お
か

市
ま
で
延
ば
す
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。

東
上
鉄
道
は
、
同
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
東
武
鉄
道
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
寄
居
駅

ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
先
は
、
認
可

の
際
の
完
成
期
限
の
都
合
が
あ
り
、
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
・
分
割
な
ど
を
繰
り
返
し
た
川
越

鉄
道
は
、
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
西

武
鉄
道
（
現
在
の
西
武
鉄
道
と
は
別
の
会

社
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
同
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
南
大
塚
駅
か
ら
入
間
川

の
砂
利
採
取
の
た
め
の
貨
物
線
、
安あ

比い

奈な

線
が
開
通
。
昭
和
四
十
年
代
ま
で
貨
物
列

車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
休
止

扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
年
、
東
村
山
駅
か
ら
高
田
馬
場

駅
ま
で
の
村
山
線
が
電
化
開
通
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
東
村
山
駅
―
川
越
駅
間
が
電
化

さ
れ
、
川
越
か
ら
東
京
都
心
へ
の
直
通
運

転
が
始
ま
り
ま
し
た
。
西
武
鉄
道
も
都
心

乗
り
入
れ
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。東

上
線
も
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
は
、
寄

居
ま
で
の
全
線
が
電
化
さ
れ
ま
し
た
。

川
越
に
最
後
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
川
越
線
で
す
。

川
越
線
敷
設
は
明
治
三
十
年
代
に
計
画

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
正
時
代
に
入
り
、
当
時
の
国
鉄
が

八
王
子
と
高
崎
を
結
ぶ
八
高
線
の
建
設
を

決
め
る
と
、
大
宮
か
ら
川
越
を
経
由
し
て

八
高
線
の
駅
を
結
ぶ
、
国
鉄
線
の
敷
設
気

運
が
川
越
市
内
の
政
財
界
を
中
心
に
高
ま

り
ま
し
た
。

昭
和
二
年
に
国
有
鉄
道
敷
設
期
成
同
盟

会
が
結
成
さ
れ
、
市
と
民
間
が
協
力
し
、

国
鉄
線
敷
設
の
た
め
の
運
動
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
努
力
が

実
り
、
同
八
年

に
政
府
は
国
会

に
建
設
案
を
上

程
し
可
決
、
川

越
線
の
建
設
が

始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
の
政

府
は
、
八
高
線

や
横
浜
線
を
含

め
、
東
京
の
戦

時
の
防
衛
線
と

し
て
川
越
線
を

位
置
付
け
て
い

ま
し
た
。

川
越
線
は
、
同
十
二
年
に
開
通
す
る
予

定
で
し
た
が
、
建
設
の
遅
れ
や
川
越
線
の

川
越
駅
を
ど
こ
に
す
る
か
決
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
大
宮
駅
―
高こ

麗ま

川が
わ

駅
間
の
開
通

は
同
十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
川
越
駅
は
、
国
鉄
・
東
武
鉄

道
・
西
武
鉄
道
の
三
線
合
同
駅
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、
東
上
線
川
越
西
町
駅
に
川
越

線
が
入
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
駅
名
を
川
越

に
変
更
。
西
武
線
の
川
越
駅
を
本
川
越
に

名
称
変
更
し
て
、
川
越
線
開
通
を
迎
え
た

の
で
し
た
。

川
越
線
の
開
通
に
よ
り
市
内
に
で
き
た

駅
は
川
越
駅
の
ほ
か
、
南
古
谷
駅
・
西
川

越
駅
・
的
場
駅
・
笠か

さ

幡は
た

駅
で
、
現
在
と
同

じ
で
す
。

東東
京京
へへ
一一
直直
線線

国国
鉄鉄
をを
川川
越越
にに

六塚稲荷神社境
内（六軒町１丁
目）にある川越
町駅碑。大正７
年に六軒町の皆
さんによって建
てられました

東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき東上線が大正５年に坂戸まで延伸されたとき
に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄に作られた、霞ケ関東５丁目にある入間川鉄
橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています橋の橋台。対岸の小ケ谷にも残されています

川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観川越線開通時からかかる荒川鉄橋。川越景観
100選の１つにもなっています100選の１つにもなっています100選の１つにもなっています
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昭
和
十
五
年
の
川
越
線
開
通
で
、
川
越

久
保
町
駅
―
大
宮
駅
間
の
チ
ン
チ
ン
電
車

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
鉄
道
地
図

は
、
現
在
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
は
、
旧
西
武
鉄
道
が
現
在
の
西
武

鉄
道
と
合
併
し
、
西
武
村
山
線
が
昭
和
二

十
七
年
に
高
田
馬
場
駅
か
ら
西
武
新
宿
駅

ま
で
延
長
さ
れ
、
西
武
新
宿
線
と
名
称
変

更
し
た
あ
と
は
し
ば
ら
く
、
路
線
に
目
立

っ
た
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
武
東
上
線
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
か

ら
、
西
武
新
宿
線
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら

複
線
化
を
進
め
、
利
用
者
増
加
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

利
用
者
が
増
加
し
て
い
た
川
越
線
は
、

昭
和
六
十
年
九
月
三
十
日
に
大
き
な
変
化

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
走
っ
て
い
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
か
ら
電
車
に
変
わ
り
、

新
し
く
開
通
す
る
埼
京
線
と
大
宮
駅
で
つ

な
が
り
、
池
袋
駅
（
翌
年
に
は
新
宿
駅
ま

で
、
現
在
は
大
崎
駅
ま
で
運
転
）
ま
で
直

通
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
に
入
る
す
べ
て
の
路
線

が
都
心
へ
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
六
十
二
年
四
月
一
日
に
、
国
鉄
は

Ｊ
Ｒ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
に

は
、
大
崎
駅
―
新
木
場
駅
間
の
全
線
が
開

通
し
た
、
東
京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん
か
い

線
へ
の
乗
り
入
れ
を
始
め
、
お
台
場
方
面

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
八
年
に
八
高
線
の
八
王
子
駅

―
高こ

麗ま

川が
わ

駅
間
が
電
化
さ
れ
、
川
越
線
と

の
直
通
運
転
が
始
ま
り
、
八
王
子
ま
で
直

通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
武
東
上
線
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月

二
十
五
日
に
営
団
地
下
鉄
（
現
在
の
東
京

メ
ト
ロ
）
有
楽
町
線
と
の
乗
り
入
れ
を
開

始
。
永
田
町
・
有
楽
町
・
銀
座
と
都
心
を

抜
け
、
新
富
町
駅
（
現
在
は
新
木
場
駅
ま

で
延
長
）
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

昭和15年、チンチン電車廃止後の川越を中心とした路線図

消えた地下鉄乗り入れ計画
昭和40年代、東上線と地下鉄６号線（現在の都営三田線）

乗り入れ計画がありました。和光市から高島平につながる路

線を建設し、都心へ乗り入れる予定でした。

しかし、都心へは遠回りになること、当時の運輸省の諮問

機関である都市交通審議会から地下鉄６号線の路線延長を浦

和・大宮方面に変更する答申が出たため、この計画は白紙に。

その後、地下鉄乗り入れは有楽町線で実現しました。

現在の路線図

写真上・昨年電化20年を迎えた川越線
写真中・昭和62年、有楽町線との乗り入れを祝う
飾り付けをした川越駅
写真下・昭和60年、電化前の川越線南古谷駅。タ
ブレットという通票を運転士に手渡しています

現現
在在
にに
至至
るる
まま
でで


